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利活用が待たれる町中心部の空店舗

一般質問

近
こん

藤
どう

　聖
きよし

 議員
　
　
　
町
内
の
空
き
家
の
現
況

と
空
き
家
バ
ン
ク
施
策
の
成
果
は
。

　
　
　
町
全
体
の
実
態
調
査
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
国
勢
調
査

に
よ
る
世
帯
数
の
推
移
か
ら
、

相
当
数
の
空
き
家
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
活

用
が
困
難
な
物
件
が
多
く
、
不

動
産
業
者
が
無
い
こ
と
か
ら
、

空
き
家
の
賃
貸
や
物
件
売
買
に

繋
が
り
に
く
い
状
況
に
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
は
、
こ

れ
ま
で
51
件
の
登
録
が
あ
り
、

21
件
の
賃
貸
、
９
件
の
売
買
が

成
立
し
、
定
住
者
確
保
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
一
定
の
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

 

今
後
、
空
き
家
の
利
活
用
推

進
の
た
め
、
ニ
ー
ズ
把
握
と
支

援
策
の
拡
充
・
検
討
に
努
め
、

事
業
の
充
実
の
た
め
情
報
発
信

に
も
力
を
入
れ
た
い
。

　
　
　
町
中
心
部
、
町
家
の
隣

の
建
物
利
活
用
が
進
ん
で
い
な

い
が
、
今
後
の
計
画
は
。

町
長

議
員

　
　
　
町
内
児
童
・
生
徒
の
肥

満
指
数
の
状
況
は
。

　
　
　
全
国
体
力
・
運
動
能
力

等
調
査
で
は
、
体
力
測
定
の
ほ

と
ん
ど
の
項
目
で
県
平
均
・
全

国
平
均
よ
り
上
回
っ
て
い
る
。

肥
満
率
調
査
で
は
、
県
・
全
国

平
均
よ
り
高
い
傾
向
に
あ
る
。

　
　
　
今
後
の
肥
満
対
策
は
。

　
　
　
学
校
給
食
で
肥
満
対
策

メ
ニ
ュ
ー
を
導
入
し
、
県
学
校

給
食
調
理
コ
ン
ク
ー
ル
で
高
評

価
で
あ
っ
た
。

議
員

町
長

議
員

町
長

議
員

問

答

空き家の現状と対策の成果は

定住者対策として一定の成果

町
内
の
空
き
家
の
状
況

に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
の
肥
満
対
策

冬
季
体
育
授
業
に
つ
い
て

　
　
　

　
元
所
有
者
が
町
に
在
住
し
て

い
な
い
の
で
、
残
置
物
な
ど
の

処
理
に
つ
い
て
折
衝
が
停
滞
し

て
い
る
。
今
後
、
当
初
の
予
定

通
り
建
物
を
解
体
し
、
隣
の
町

家
の
利
活
用
と
合
わ
せ
て
検
討

し
て
い
く
方
向
で
あ
る
。

　
　
　
町
中
心
部
の「
街
並
み
」

の
形
成
構
想
は
。「
手
づ
く
り

村
」
構
想
は
今
も
あ
る
の
か
。

　
　
　
新
庁
舎「
く
ず
ま
～
る
」

と
「
木
製
上
屋
付
き
大
橋
」
が

整
備
さ
れ
、
今
後
、
ソ
フ
ト
面

で
の
魅
力
向
上
が
重
要
で
あ
る
。

 

「
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
基
に
、
観
光
・
交
流
人

口
の
町
内
の
周
遊
・
滞
在
時
間

の
延
伸
や
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
た
い
。

　
　
　
　
各
協
議
会
等
の
検
討

で
、
課
題
が
多
く
「
手
づ
く
り

村
」
の
よ
う
な
街
並
み
に
し
よ

う
と
い
う
気
運
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

　
今
後
、
く
ず
ま
き
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

取
組
の
中
で
、
モ
ノ
づ
く
り
職

人
誘
致
策
な
ど
を
生
か
す
よ
う

努
め
た
い
。

い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
推
進
課
長

議
員

町
長

副
町
長

今ここが
聞きたい

　３月６日、５議員が一般質問を
行いました。
　一般質問は、町の行政全般にわ
たり、事務の執行状況や将来の方
針などを幅広い視点から報告や説
明を求め質問します。　　　　
　議員の質問できる時間は、１時
間以内です。
　議事録の内容は、町のホームペー
ジと議会事務局で閲覧できます。

19ぺージ
近 藤　　 聖 議員
1.	 町の空き家対応施策について
2.	 町内小中学校児童・生徒の健
康や体力等の状況について

20ぺージ
遠藤　裕樹 議員
１．コロナ感染症５類移行の対応
は

２．諸物価高騰についての対応は
３．観光客の回復について伺う

21ぺージ
山崎　邦廣 議員
１．自治会の地域活動推進につい
て

22ぺージ
柴田　勇雄 議員
１．町会計年度任用職員の処遇改
善策の町長所見等について

２．葛巻病院正面玄関前通路の「通
行禁止」の早急改善について

23ぺージ
姉帯　春治 議員
１．葛巻町若者定住支援住宅につ
いて

２．若者の住宅建築、中古住宅取
得に対する助成について

３．町発注工事などの人件費につ
いて

Next p
age
一般質問

　
平
庭
地
域
３
市
町
村
の
議

会
議
員
が
一
同
に
会
し
、
相

互
の
研
修
と
情
報
交
換
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修

会
が
、
２
年
ぶ
り
に
「
ま
き

×
ま
き
ホ
ー
ル
」
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
鈴
木
重
男

町
長
の
「
夢
し
か
実
現
す
る

も
の
は
な
い
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
町
長
は
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
様
々
な
町

の
施
策
や
、
最
重
要
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
問
題
の
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
へ
の
働

き
か
け
な
ど
、
今
後
も
諸
課

題
に
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
と
力
強
く
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
修
会
に
先
立
ち

庁
舎
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
員
の
皆
さ
ん
は
、
扇
形

の
形
状
で
、
デ
ザ
イ
ン
性
や

利
便
性
に
優
れ
た
新
庁
舎
に

感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
く
に
も
、
町
産
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
活
用
し
、
最
新
の

音
響
機
器
等
を
備
え
た
議
場

に
お
い
て
は
、「
こ
こ
で
議

会
が
で
き
る
議
員
は
う
ら
や

ま
し
い
。」
な
ど
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
は
、
情
報

交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
議
員

相
互
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

講師　鈴木重男町長

平庭地域市町村議会連絡協議会研修会平庭地域市町村議会連絡協議会研修会
（久慈市・九戸村・葛巻町）（久慈市・九戸村・葛巻町）

庁舎内や議場を見学する久慈市と九戸村の議会議員

　
ま
た
、
各
学
年
毎
に
栄
養
教

諭
が
食
に
関
す
る
指
導
を
し
て

お
り
、
今
後
も
児
童
・
生
徒
の

肥
満
解
消
や
健
康
増
進
の
た
め
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
し

た
取
り
組
み
を
推
進
し
た
い
。

　
　
　
冬
季
の
体
育
授
業
の
取

り
組
み
や
課
題
は
。

　
　
　
文
科
省
指
導
要
領
に
基

づ
き
、
体
育
館
で
実
施
で
き
る

運
動
領
域
を
中
心
に
年
間
指
導

計
画
を
作
成
・
実
施
し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
課
題
は
認
識
し
て

お
ら
ず
、
各
学
校
が
工
夫
を
こ

ら
し
て
指
導
し
て
い
る
。

議
員

町
長

令和５年１月31日開催令和５年１月31日開催
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遠
えん

藤
どう

 裕
ひろ

樹
き

 議員

イベントで賑わう町中エリア

一般質問

問

答

コロナ感染症５類移行の対応は

適 切 な 情 報 提 供 を 行 う

一般質問

山
やま

崎
ざき

　邦
くに

廣
ひろ

 議員

問

答

暮らしに身近な自治会活動の支援策は

自主的・主体的な地域活動を積極的支援

　
　
　
人
口
減
少
や
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
な
か
、

自
治
会
の
地
域
活
動
支
援
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
町
で
は
、
自
主
的
・
主

体
的
な
地
域
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
各
行
政
区
に
自
治
会
の

形
成
を
促
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

30
年
以
上
経
過
し
た
現
在
、

そ
の
活
動
は
し
っ
か
り
と
定
着

し
、
充
実
し
た
取
組
と
な
っ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
町
で
は
目
標
年
度

を
平
成
27
年
度
と
す
る
町
総
合

計
画
に
お
い
て
、「
幸
せ
実
感

の
仕
組
み
づ
く
り
」
の
施
策
と

し
て
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
取
入
れ
、平
成
17
年
11
月
に
、

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指

針
」
を
策
定
し
た
。

　
こ
の
指
針
で
は
、
様
々
な
主

体
と
行
政
が
、
役
割
分
担
の
も

と
相
互
に
協
力
し
、
よ
り
よ
い

地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
19
年
度

議
員

町
長

　
　
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
５
類

移
行
で
、
病
院
・
ワ
ク
チ
ン
な

ど
へ
の
対
応
や
生
活
様
式
の
変

化
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
葛
巻
病
院
で
の
受
診
対

応
に
つ
い
て
、
本
年
５
月
か
ら

感
染
法
上
の
分
類
が
「
２
類
相

当
」
か
ら
「
５
類
」
に
引
き
下

が
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
行
動
制

限
等
の
規
制
は
な
く
な
る
一
方

で
、
医
療
機
関
の
対
応
や
公
費

負
担
は
段
階
的
に
見
直
し
が
図

ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

葛
巻
病
院
で
は
当
面
は
現
状
の

ま
ま
で
続
け
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
公
費
負
担

に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
具
体
的

な
方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
方
針
が
示
さ
れ
た
際

に
は
対
応
を
協
議
し
た
上
で
速

や
か
な
情
報
提
供
を
行
う
。

　
生
活
様
式
の
変
化
や
規
制
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
イ
ベ
ン
ト
の
入
場

町
長

　
　
　
５
年
度
の
支
援
内
容
を

伺
う
。

　
　
　
提
案
し
た
令
和
５
年
度

の
一
般
会
計
当
初
予
算
案
で
は
、

自
治
会
活
動
交
付
金
を
３
０
０

万
円
、
約
16
㌫
増
の
２
２
０
０

万
円
と
し
た
ほ
か
、
協
創
の
ま

ち
づ
く
り
補
助
金
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
と
同
等
の
水
準
で
事
業

費
を
確
保
し
て
い
る
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み

厳
し
さ
が
増
す
中
、
コ
ロ
ナ
禍

議
員

町
長

　
　
　
減
少
し
た
観
光
客
の
回

復
に
向
け
た
取
組
は
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　
全
国
的
に
は
観
光
需
要

は
回
復
傾
向
に
向
か
っ
て
い
る

が
、
当
町
は
実
感
で
き
る
ほ
ど

に
は
な
っ
て
い
な
い
。「
木
製

上
屋
根
付
き
大
橋
」、
複
合
型

議
員

町
長

議
員活

動
支
援
の
現
状　
　

コ
ロ
ナ
感
染
症
５
類
移
行

後
の
生
活
の
変
化

諸
物
価
高
騰
対
策　
　

５
年
度
の
活
動
支
援　

観
光
客
の
誘
客
対
策　

に「
自
治
会
活
動
交
付
金
」を
、

平
成
20
年
度
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

関
係
補
助
金
を
統
合
し
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
補
助
金
」
を
創

設
す
る
な
ど
自
治
会
活
動
を
支

援
し
て
き
た
。

　
そ
の
後
も
自
治
会
活
動
交
付

金
の
算
定
方
法
の
見
直
し
と
拡

充
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
補
助

金
の
メ
ニ
ュ
ー
拡
充
、
自
治
会

館
整
備
な
ど
、
時
々
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
き

た
。

　
現
在
、
令
和
12
年
度
を
目
標

年
次
と
す
る
町
総
合
計
画
に
お

い
て
、「
協
働
」
の
理
念
を
さ

ら
に
一
歩
前
進
さ
せ
、
様
々
な

主
体
と
行
政
が
同
じ
方
向
を
目

指
し
、
一
体
感
を
持
っ
て
、
協

力
す
る「
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
町
の
取
組
は
、

年
度
当
初
の
予
算
確
保
の
み
な

ら
ず
、
補
正
予
算
に
よ
る
増
額

な
ど
自
治
会
へ
の
支
援
と
し
て

は
県
内
他
市
町
村
と
比
較
し
て

も
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

規
制
、
海
外
か
ら
の
水
際
対
策

等
様
々
な
規
制
・
制
限
が
適
用

さ
れ
な
く
な
る
。

　
一
方
で
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
況

に
戻
す
に
は
一
定
の
時
間
を
要

す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

に
よ
り
、
こ
の
３
年
間
、
自
治

活
動
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た

が
、
町
総
合
計
画
で
掲
げ
る
基

本
理
念
「
幸
せ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
」
の
推
進
に
は
、
協
創
の

ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
取
組
み
が

重
要
で
あ
り
、
自
治
会
に
お
い

て
は
引
続
き
、
自
主
的
か
つ
主

体
的
な
地
域
活
動
を
推
進
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
町
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
取

組
に
対
し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
財
政
的
支
援
・
人
的
支

援
を
講
じ
て
い
く
。 コロナ感染症流行以前の自治会による農地の活用活動

　
　
　
諸
物
価
高
騰
へ
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
伺
う
。

　
　
　
先
ず
農
家
へ
の
継
続
的

支
援
に
つ
い
て
、
短
期
的
生
産

資
材
高
騰
対
応
を
計
上
し
、
４

月
中
に
は
補
助
金
の
確
定
、
交

付
を
終
え
る
見
込
み
。

　
一
方
で
、
物
価
高
騰
な
ど
外

的
要
因
を
受
け
ず
安
定
的
経
営

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、

自
給
粗
飼
料
の
生
産
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
、「
草

地
更
新
支
援
事
業
」
の
拡
充
を

提
案
す
る
も
の
。

　
一
般
向
け
へ
の
支
援
は
、
各

世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

の
対
策
を
令
和
５
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
で
計
上
し
て
い

る
。 

今
後
も
時
機
を
逸
し
な

い
対
応
に
努
め
た
い
。
商
工
業

に
つ
い
て
も 

景
気
回
復
に
向

議
員

町
長

け
た
経
営
の
自
立
・
自
歩
が
大

き
な
課
題
と
な
る
こ
と
を
踏
ま

え
つ
つ
、
必
要
な
支
援
と
対
策

に
取
組
た
い
。

庁
舎
「
く
ず
ま
～
る
」
な
ど
新

た
な
町
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
活

用
し
な
が
ら
幅
広
く
情
報
発
信

し
、
春
以
降
の
誘
客
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
現
在
、
町
で
は
「
ま
ち
な
か

エ
リ
ア
」
に
お
け
る
誘
客
・
周

遊
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
や
経
済

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
つ
い
て

も
、
町
内
観
光
施
設
で
の
受
け

入
れ
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い

く
。



222023（令和５）年４月12日発行No.20323 2023（令和５）年４月12日発行No.203

柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

問

答

町会計年度任用職員の待遇改善は

職務に応じ適切に対応していく

一般質問一般質問

姉
あね

帯
たい

 春
はる

治
じ

 議員

問

答

定 住 希 望 者 の 住 宅 支 援 は

町単独の事業により対応している

ロープで囲われた「通行禁止」の病院玄関前通路

　
　
　
設
置
目
的
に
あ
る
若
者

定
住
・
町
外
か
ら
の
移
住
の
成

果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
「
定
住
促
進
住
宅
」
は
、

10
棟
28
戸
あ
り
、
入
居
率
が
７

割
か
ら
８
割
で
推
移
し
、
町
外

か
ら
の
子
育
て
世
帯
移
住
者
を

対
象
と
し
た
「
い
ら
っ
し
ゃ
い

葛
巻
子
育
て
支
援
住
宅
」
は
、

３
棟
全
て
入
居
済
み
で
あ
る
。

　

40
歳
未
満
を
対
象
と
し
た

「
若
者
雇
用
促
進
住
宅
」
は
、

１
棟
６
戸
で
現
在
整
備
中
で
あ

り
、
一
定
の
入
居
希
望
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
事
業
の
成
果
は
、
こ
れ
ま
で

43
世
帯
が
入
居
し
て
お
り
、
自

己
都
合
や
転
職
な
ど
に
よ
る
や

む
を
得
ず
退
居
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
も
の
の
一
定
の
成
果
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
入
居
者
の
就
労
支
援

は
、
住
宅
の
確
保
と
併
せ
て
雇

用
の
場
の
確
保
が
大
事
で
あ
る

こ
と
か
ら
令
和
２
年
６
月
に

「
く
ず
ま
き
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ

議
員

町
長

　
　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

賃
金
等
決
定
支
給
根
拠
と
職
歴

年
数
等
の
加
算
対
応
に
つ
い

て
。

　
　
　

会
計
年
度
任
用
職
員

は
、
制
度
導
入
以
前
の
臨
時
・

非
常
勤
職
員
の
適
正
な
任
用
や

勤
務
条
件
を
確
保
す
る
た
め
に

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
し
て
創
設
さ

れ
た
制
度
で
あ
る
。

　

制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
総
務
省
よ
り
「
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
の
導
入
等
に
向

け
た
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

が
示
さ
れ
、
各
地
方
公
共
団
体

の
実
情
に
応
じ
た
例
規
の
整
備

運
用
ル
ー
ル
な
ど
を
整
理
し
て

い
る
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
踏
ま
え
た
上
で
導

入
し
て
お
り
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
職

務
内
容
や
勤
務
条
件
に
応
じ
て

常
勤
職
員
と
の
均
衡
を
考
慮
し

決
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
職
歴
加
算
に
つ
い
て

議
員

町
長

　
　
　
通
院
す
る
足
腰
に
支
障

を
抱
え
る
高
齢
者
等
と
薬
局
利

用
者
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
薬
局
利
用
に
係
る
動
線

に
つ
い
て
は
、
病
院
建
設
時
に

お
い
て
相
手
方
と
も
協
議
・
検

討
を
進
め
て
き
た
が
、
折
り
合

い
が
つ
か
ず
現
在
の
状
況
に

至
っ
て
い
る
。

　

改
善
対
応
策
等
に
つ
い
て

議
員

町
長

　
　
　
町
内
在
住
者
へ
の
助
成

を
手
厚
く
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
直
近
５
年
間
の
実
績
で

は
、
町
外
か
ら
の
移
住
者
に
対

す
る
助
成
数
は
、
新
築
住
宅
２

軒
、
中
古
住
宅
１
軒
。
町
民
に

対
す
る
助
成
は
、
新
築
住
宅
19

軒
、
中
古
住
宅
７
軒
で
合
わ
せ

て
29
軒
年
平
均
６
軒
の
実
績
と

な
っ
た
。

　
４
年
度
は
、
町
外
か
ら
の
移

住
者
の
新
築
住
宅
２
軒
、
町
民

に
対
す
る
助
成
は
、
新
築
住
宅

９
軒
、
中
古
住
宅
１
軒
を
予
定

し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
新
年
度

は
、
新
築
す
る
際
に
町
内
事
業

者
と
契
約
し
施
工
し
た
場
合
に

最
大
で
１
軒
に
つ
き
２
０
０
万

円
を
上
限
に
増
額
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
今
後
も「
住
み
続
け
た
い
町
」

が
具
現
化
で
き
る
よ
う
に
施
策

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
併
せ
て
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
も

強
化
す
る
。

議
員

町
長

　
　
　
働
き
手
の
賃
金
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
り
、
若
者
の
雇
用
が

増
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
町
が
発
注
す
る
一
定
規

模
以
上
の
公
共
工
事
は
、
県
が

定
期
的
に
設
定
す
る
資
材
単

価
、
人
件
費
単
価
に
基
づ
き
積

算
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
物
価
高
騰
や

賃
金
上
昇
な
ど
経
済
情
勢
が
反

映
さ
れ
て
い
る
県
単
価
を
採
用

し
て
設
計
額
を
算
定
し
て
い
る
。

　

普
通
作
業
員
の
人
件
費
は
、

10
年
前
か
ら
は
70
㌫
、
５
年
前

か
ら
は
14
㌫
ア
ッ
プ
に
な
っ
て

い
る
。

　
町
で
は
、
県
が
定
め
る
最
低

賃
金
の
順
守
に
つ
い
て
は
指
導

す
る
立
場
に
あ
る
も
の
の
、
そ

の
範
疇
を
超
え
る
部
分
に
つ
い

て
は
あ
く
ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
所
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
賃
金
ア
ッ
プ
に
関

与
す
る
権
限
が
な
い
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

議
員

町
長

　
　
　

病
院
玄
関
前
通
路
を

ロ
ー
プ
で
囲
い
「
通
行
禁
止
」

と
し
て
い
る
理
由
は
。

　
　
　

こ
の
処
置
に
つ
い
て

は
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
な
ど
の

ほ
か
、
階
段
の
積
雪
・
凍
結
な

ど
に
よ
る
転
倒
な
ど
の
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
施
設
の
安
全

管
理
上
、
冬
季
間
に
お
い
て

行
っ
て
い
る
。

議
員

町
長

葛
巻
町
若
者
定
住
支
援　

住
宅
に
つ
い
て

賃
金
等
決
定
支
給
根
拠

薬
局
へ
の
動
線　
　
　

常
勤
職
員
と
の
比
較　

若
者
の
住
宅
建
築
や
中
古
住

宅
取
得
へ
の
助
成
に
つ
い
て

町
発
注
工
事
の
人
件
費
は

適
正
価
格
か

通
路
の
通
行
禁
止　
　

ン
タ
ー
」
を
開
所
し
て
無
料
職

業
紹
介
を
は
じ
め
と
す
る
事
業

を
展
開
し
て
い
る
ほ
か
、
県
内

初
と
な
る
「
特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合
」
を
設
立
し
、

町
内
７
事
業
者
が
加
盟
し
て
雇

用
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
「
お
た

め
し
居
住
」
で
町
で
の
暮
ら
し

を
短
期
間
体
験
し
移
住
に
繋
げ

る
事
業
を
強
化
し
て
い
く
な

ど
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た
移

住
・
定
住
を
促
進
し
て
い
く
。町外から入居している若者定住住宅（五日市）

　
　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
と

正
規
常
勤
職
員
の
年
間
給
与
の

支
給
額
と
両
者
を
比
較
し
た
場

合
の
格
差
は
。

　
　
　
当
町
で
は
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
全
て
が
パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
任
用
で
あ
る
。

　
ま
た
、
業
務
内
容
と
勤
務
条

件
に
応
じ
て
報
酬
の
額
を
区
分

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
規
常

勤
職
員
と
比
較
す
る
こ
と
自
体

が
均
衡
を
欠
く
と
認
識
し
て
い

る
。

議
員

町
長

も
、
総
務
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
導
入
し
て
い
る
。

は
、
こ
れ
ま
で
も
内
部
で
検
討

し
て
き
た
が
、
根
本
的
な
課
題

が
解
決
し
な
い
限
り
は
、
抜
本

的
な
改
善
に
は
至
れ
な
い
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　
な
お
、
令
和
５
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
案
で
、
町
道
役
場

線
・
下
町
田
子
線
の
改
良
に
向

け
た
詳
細
設
計
業
務
を
予
算
計

上
し
て
い
る
の
で
、
改
め
て
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。


